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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公表番号】特表2020-528138(P2020-528138A)
【公表日】令和2年9月17日(2020.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-038
【出願番号】特願2020-501172(P2020-501172)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/6883   (2018.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/68     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/15     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ    1/6883   ＺＮＡＺ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年2月26日(2021.2.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成長分化因子１５（ｇｒｏｗｔｈ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ　
１５；以下、ＧＤＦ１５）タンパク質をコードする核酸配列の発現又はＧＤＦ１５タンパ
ク質の活性を測定する剤を含む非アルコール脂肪肝疾患（ｎｏｎ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ　
ｆａｔｔｙ　ｌｉｖｅｒ　ｄｉｓｅａｓｅ；ＮＡＦＬＤ）における肝線維化の予測又は診
断用組成物。
【請求項２】
　前記ＧＤＦ１５タンパク質は、検体から分離された生物学的試料に由来する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
　前記生物学的試料は、血液又は生検組織から得られる、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ＧＤＦ１５タンパク質は、配列番号１のアミノ酸配列からなる、請求項１に記載の
組成物。
【請求項５】
　前記剤は、ＧＤＦ１５タンパク質又はその断片に特異的に結合可能な抗体である、請求
項１に記載の組成物。
【請求項６】
　次の段階を含む、非アルコール脂肪肝疾患（ｎｏｎ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ　ｆａｔｔｙ
　ｌｉｖｅｒ　ｄｉｓｅａｓｅ；ＮＡＦＬＤ）における肝線維化の予防、治療又は改善候
補物質スクリーニング方法：
　被検試料を成長分化因子１５（ｇｒｏｗｔｈ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ　ｆａ
ｃｔｏｒ　１５；ＧＤＦ１５）タンパク質で処理する処理段階；及び
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　前記ＧＤＦ１５タンパク質の活性を抑制する被検試料を選別する分析段階。
【請求項７】
　前記ＧＤＦ１５タンパク質は、配列番号１のアミノ酸配列からなる、請求項１０に記載
の方法。
【請求項８】
　次の段階を含む、非アルコール脂肪肝疾患（ｎｏｎ－ａｌｃｏｈｏｌｉｃ　ｆａｔｔｙ
　ｌｉｖｅｒ　ｄｉｓｅａｓｅ；ＮＡＦＬＤ）における肝線維化の予防、治療又は改善候
補物質スクリーニング方法：
　被検試料を成長分化因子１５（ｇｒｏｗｔｈ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ　ｆａ
ｃｔｏｒ　１５；ＧＤＦ　１５）タンパク質発現細胞で処理する処理段階；及び
　前記細胞においてＧＤＦ１５タンパク質の活性を抑制する被検試料を選別する分析段階
。
【請求項９】
　前記ＧＤＦ１５タンパク質は、配列番号１のアミノ酸配列からなる、請求項８に記載の
方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　本発明のさらに他の目的は、次の段階を含む、肝疾患予防、治療又は改善候補物質スク
リーニング方法を提供することにある：
　被検試料をＧＤＦ１５タンパク質発現細胞で処理する段階；及び
　前記細胞においてＧＤＦ１５タンパク質の活性を抑制する被検試料を選別する段階。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　本発明のさらに他の態様は、次の段階を含む、肝疾患予防、治療又は改善候補物質スク
リーニング方法である：
　被検試料を成長分化因子１５（ｇｒｏｗｔｈ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ　ｆａ
ｃｔｏｒ　１５；ＧＤＦ１５）タンパク質発現細胞で処理する処理段階；及び
　前記細胞においてＧＤＦ１５タンパク質の活性を抑制する被検試料を選別する分析段階
。
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